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※（　）は前年比

文章中の★の付いた用語は、１7ページの用語解説「おしえて！セイアくん！（仮）」で解説しています。参考に読んでみてください！
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2億1385万円

8966万円

（100.2％）

（83.1％）

2億0279万円

1億4611万円

（102.8%）

（85.5%）

5億3136万円

4376万円

（204.8%）

（22.2%）

3億5419万円

2億0763万円

（97.6%）

（103.8%）

収 入（前年比） 支 出（前年比）

収益的

資本的

収 入（前年比） 支 出（前年比）

収益的

資本的

主要財政指標

経常収支比率

実質公債比率

81.3%

1.6%

78.9%

0.8%

５年度 ４年度 説　　明

税収や普通交付税などの一般財源に対する元利償還金（借金の返済額）の割合。
借りるより返す方が多いとマイナスになる。（18％以上は要注意）

一般財源に対する施設の維持・管理や人件費などの経常的に支出される経費の割合。
少ないほど自由に使えるお金が多くなる。（理想値：70～80％）

【浪合　草刈り協力隊】　
　浪合草刈協力隊は、「阿智村浪合地区内の管理できない草刈を行
うことにより、地域貢献と会員相互の親睦を図ること」を目的として、
令和２年より、阿智村役場、浪合自治会、浪合公民館、浪合小学校
その他の機関と連携し、様々な要望に対してできる限り前向きに取
り組んでいます。現在は、宮の原の公園・史跡付近、村道御所平線・
御所桜周辺、村道七曲がり線、治部坂高原交流施設イベント広場、ト
ンキラ農園周辺など広大な面積の草刈りの他、自治体の環境整備や
高齢者からの委託による住宅周辺の草刈りなども対応しています。
　会員は高齢者が多く作業が厳しい面もありますが、地域の景観を
悪化させてはならない、今ある地域を守って、良い状態で存続させ
ていきたいという想いで活動を続けています。
　時には、この活動がどのくらい役に立っているのか？と、会員同士
で話題になることもありますが、この地域で暮らす人と人がたまには
顔を合わせて、共に地域のために汗を流したり、親睦会をしたりす
ることの意味を会員それぞれが感じたり探したりしています。

★

★

水道事業会計

下水道事業会計

一般会計
歳入　総額65億9245万円 歳出　総額61億8179万円

令和5年度阿智村歳入歳出決算
不用額が１億2000万円。計画的、積極的な予算執行を！

会長　佐々木　伸一

★

県支出金
3億186万円
（102.3%）

国庫支出金
6億614万円
（93.5%）

村債
2億2470万円
（86.4%）

地方交付税
28億9586万円
（100.2%）

その他の
自主財源
2億9739万円
（114.7%）

繰越金
3億5787万円
（78.9%）

使用料及び手数料
1億2563万円
（129.2%）

分担金及び
負担金
7928万円
（190.8%）

繰入金
6億1591万円
（376.8%）

村税
7億9537万円
（101.8%）

その他の依存財源
3億55万円
（102.6%）

商工費
4億4733万円
（97.3%）

農林水産業費
4億5900万円
（103.0%）

衛生費
3億7130万円
（99.3%）

議会費
6725万円
（108.3%）

民生費
12億4883万円
（97.5%）

総務費
12億9193万円
（108.9%）

公債費
4億7033万円
（109.3%）

災害復旧費
9560万円
（121.4%）

教育費
5億7626万円
（110.0%）

土木費
9億2699万円
（117.4%）

消防費
2億2695万円
（99.1%）
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監査委員からの主な意見（要約）

 

一
般
会
計
・
特
別
会
計

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
総
額
を
前
年
度
と
比
較
し
ま
す

と
、
歳
入
に
お
い
て
３
億
７
４
９
０
万
２

千
円
増
の
６
５
億
９
２
４
５
万
３
千
円
、

歳
出
に
お
い
て
は
、
３
億
２
２
１
１
万
６

千
円
増
の
６
１
億
８
１
７
９
万
４
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
に
比
べ
歳

入
で
６
・
０
％
増
、歳
出
で
は
５
・
５
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
★
主
要
財
政
指
標

は
、
経
常
収
支
比
率
は
８１
・
３
％
と
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
財
政
運
営
の
弾
力
性

確
保
の
た
め
、財
政
構
造
の
検
討
が
必
要

で
す
。
ま
た
財
政
健
全
化
を
示
す「
実
質

公
債
費
比
率
」
は
１
・
６
％
で
あ
り
、★
実

質
赤
字
比
率
・
★
連
結
実
質
赤
字
比
率
・

★
将
来
負
担
比
率
は
い
ず
れ
も
マ
イ
ナ
ス

で
あ
り
、良
好
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ
て

お
り
今
後
も
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
令
和
５
年
度
の
税
収
及
び
税
外
の
未

収
金
の
回
収
は
、前
年
度
実
績
を
上
回
り
、

９７
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。
担
当
課
、係
及

び
関
係
す
る
職
員
の
日
々
の
努
力
が
報

わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、税
負
担
公
平

の
観
点
か
ら
も
原
因
を
分
析
し
、引
き
続

き
早
期
の
回
収
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

 

水
道
事
業
会
計

　
令
和
５
年
度
の
水
道
事
業
の
収
益
的

事
業
で
は
、前
年
度
よ
り
営
業
収
支
は
増

え
ま
し
た
。
営
業
費
用
で
は
、
円
安
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
機
器
類
、
材
料
費
の

高
騰
な
ど
影
響
を
受
け
た
が
、減
価
償
却

費
が
減
少
し
た
た
め
、当
年
度
未
処
理
欠

損
金
は
前
年
度
と
比
較
し
、２
７
６
万
８

千
円
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
給
水
状
況
は
、
調
査
に
よ
る
漏

水
の
早
期
発
見
に
よ
る
修
繕
、送
水
系
統
、

配
水
系
統
の
調
整
に
よ
り
漏
水
普
及
工

事
並
び
に
本
管
布
設
工
事
、災
害
や
漏
水

を
伴
う
断
水
の
他
は
安
定
し
た
給
水
が

で
き
、利
用
者
に
不
便
を
か
け
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。

 

下
水
道
事
業
会
計

　
下
水
道
事
業
会
計
は
、企
業
会
計
に
移

行
し
て
２
年
目
の
決
算
で
あ
り
、
令
和
５

年
度
の
下
水
道
事
業
収
益
は
、
５
億
２
２

２
６
万
３
千
円
で
下
水
道
事
業
費
用
３

億
４
３
１
４
万
３
千
円
を
差
し
引
く
と
、

当
年
度
純
利
益
１
億
７
９
１
２
万
円
が

生
じ
、前
年
度
純
損
失
１
億
４
５
４
万
６

千
円
を
差
し
引
い
た
、
７
４
５
７
万
５
千

円
を
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
と
し

て
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
計
画
的
な

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
汚
水
処
理
の
状
況
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染
症
へ
の

移
行
に
伴
う
流
動
人
口
の
回
復
か
ら
、
昨

年
度
よ
り
処
理
量
が
２
万
２
５
７
５
㎥

増
加
し
、
下
水
道
使
用
料
も
約
２
３
５
万

４
千
円
増
加
し
た
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国 民 健 康 保 険 事 業

国 民 健 康 保 険 直 診

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

　歳　　入　 　（前年比）会　計　名

5億4441万円

5298万円

8億7435万円

8115万円

（99.8％）

（103.6%）

（100.7%）

（107.0%）

　歳　　出　 　（前年比）

5億3385万円

4710万円

8億6045万円

8047万円

（99.6%）

（97.8%）

（102.4%）

（107.1％）

特別会計

定例会の
あらまし　　

１つの同意、１４議案、１つの発議、１つの請願、
１つの陳情について審議しました

★

★
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飯
田
市
で
会
議
を
行
っ
た
帰
路
に
て
、

不
注
意
に
よ
り
公
用
車
が
一
般
企
業

の
社
用
車
に
追
突
し
こ
れ
を
損
傷
さ

せ
、
損
害
を
与
え
た
も
の
に
対
す
る

損
害
賠
償

　
（
対
人：

１
３
２
万
８
２
１
４
円

　
　
対
物：

８
２
万
２
６
９
０
円
）

主
な
質
疑

Ｑ
　
★
還
付
未
済
額
が
一
般
会
計
で
生

じ
て
い
る
理
由
は
。

Ａ
　
料
金
未
払
い
の
二
重
納
付
が
あ

り
、
職
員
の
確
認
不
足
に
よ
り
、
本

人
に
還
付
せ
ず
出
納
閉
鎖
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
該
当

者
に
は
謝
罪
し
、
翌
年
度
分
に
充
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
歳
出
に
つ
い
て

Ｑ
　
全
体
的
に
不
用
額
が
多
く
、
１

億
２
０
０
０
万
円
の
う
ち
８
０
０
０

万
円
が
入
札
差
金
に
よ
る
も
の
や
、

事
業
料
見
込
み
の
減
等
を
占
め
て
い

る
。
な
ぜ
減
額
補
正
等
で
対
応
で
き

な
か
っ
た
か
。

Ａ
　
予
算
編
成
の
段
階
で
見
積
も
り

の
甘
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
事
業
を
年

度
当
初
か
ら
行
う
な
ど
、
計
画
的
な

予
算
執
行
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

主
な
討
論

賛
成
　
経
済
的
に
円
安
の
影
響
や
、

物
資
や
燃
料
の
不
足
か
ら
物
価
が
高

騰
し
、
現
在
も
高
止
ま
り
が
続
い
て

い
る
。
令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
関
連

の
交
付
金
が
減
る
中
、
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
、
農
業
の
肥
料
や
資
機
材

の
支
援
策
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
等
、
コ
ロ
ナ
関
係
に
も
対
応
し
た

策
に
約
１
億
５
０
０
０
万
円
投
入
さ

れ
、
住
民
生
活
に
寄
与
し
た
点
は
高

く
評
価
す
る
。
だ
が
歳
入
の
４３
％
を

占
め
て
い
る
地
方
交
付
税
は
今
後
減

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

財
政
計
画
は
慎
重
に
立
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
経
常
収
支
比
率

が
８１
・
３
％
と
上
が
っ
て
き
て
い
る

要
因
で
あ
る
人
件
費
に
つ
い
て
も
精

査
が
必
要
。
効
果
が
上
が
っ
て
い
る

か
を
し
っ
か
り
と
評
価
し
、
今
必
要

な
部
署
へ
の
配
置
を
心
掛
け
る
よ
う

要
望
す
る
。

採
決
　
全
員
賛
成
に
て
認
定

主
な
質
疑

Ｑ　
上
中
関
自
治
会
か
ら
昨
年
６
月
、

部
落
か
ら
水
圧
が
低
く
、
住
民
生
活

に
支
障
が
出
て
い
る
た
め
対
処
し
て

ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
、
村
は
実
態

調
査
の
た
め
水
圧
調
査
を
行
う
と
回

答
し
て
い
る
が
、
未
だ
実
施
さ
れ
て

い
な
い
。
要
望
の
分
析
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
要
望
に
つ
い
て
、
水
道
や
道
な

ど
住
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
す
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
要
望
の

対
応
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
も

の
や
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ
れ

を
住
民
に
説
明
す
る
こ
と
が
行
政
に

と
っ
て
大
事
な
こ
と
と
考
え
、
今
後

も
よ
り
一
層
し
っ
か
り
と
し
た
対
応

を
心
掛
け
ま
す
。

採
決
　
全
員
賛
成
に
て
認
定

主
な
質
疑

Ｑ
　
★
県
福
祉
医
療
費
の
増
額
分
に
関

す
る
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
か
ら
ニ
ー
ズ
調

査
を
実
施
す
る
」
と
回
答
が
あ
っ
た

が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
意
見
集
約
し
、

進
め
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
特
段
ニ
ー
ズ
調
査
は
し
て
い
な

い
が
、
普
段
の
活
動
や
関
係
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
検
討
し
、
現
在

高
校
生
以
上
の
若
者
支
援
に
つ
い
て

事
業
を
検
討
し
、
実
施
に
向
け
て
関

係
者
と
話
を
進
め
て
い
ま
す
。

採
決
　
全
員
賛
成
に
て
認
定

村
長
が
公
務
外
で
３０
キ
ロ
オ
ー
バ
ー

の
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
し
、
そ
れ
を
議

あち「議会だより」No.120

pick up

pick up

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
阿
智
村
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

pick up

令
和
６
年
度
阿
智
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

pick up

阿
智
村
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
者
等
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

pick up

令
和
５
年
度
阿
智
村
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定



あち「議会だより」No.1205

飯
田
市
で
会
議
を
行
っ
た
帰
路
に
て
、

不
注
意
に
よ
り
公
用
車
が
一
般
企
業

の
社
用
車
に
追
突
し
こ
れ
を
損
傷
さ

せ
、
損
害
を
与
え
た
も
の
に
対
す
る

損
害
賠
償

　
（
対
人：

１
３
２
万
８
２
１
４
円

　
　
対
物：

８
２
万
２
６
９
０
円
）

主
な
質
疑

Ｑ
　
★
還
付
未
済
額
が
一
般
会
計
で
生

じ
て
い
る
理
由
は
。

Ａ
　
料
金
未
払
い
の
二
重
納
付
が
あ

り
、
職
員
の
確
認
不
足
に
よ
り
、
本

人
に
還
付
せ
ず
出
納
閉
鎖
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
該
当

者
に
は
謝
罪
し
、
翌
年
度
分
に
充
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
歳
出
に
つ
い
て

Ｑ
　
全
体
的
に
不
用
額
が
多
く
、
１

億
２
０
０
０
万
円
の
う
ち
８
０
０
０

会
に
報
告
す
る
こ
と
な
く
、
庁
内
で

も
副
村
長
の
み
へ
の
報
告
で
終
わ
っ

て
お
り
後
日
、
議
長
に
対
し
事
の
説

明
を
す
る
際
、
虚
偽
の
説
明
を
し
た

こ
と
に
つ
い
て

　
村
長
：
給
与
の
５０
％
を
２
か
月
間

　
減
給

　
副
村
長
：
給
与
の
１０
％
を
１
か
月

　
間
減
給

Ｑ
　
隠
蔽
し
た
こ
と
に
つ
い
て
議
会

で
問
題
視
し
て
い
る
。
村
長
の
考
え

を
。

Ａ
　
★
オ
ー
ビ
ス
に
よ
る
取
り
締
ま
り

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
刑
な
ど
確
定

す
る
ま
で
報
告
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
、
報
告
し
議
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
諮

っ
て
い
き
ま
す
。

主
な
討
論

賛
成
　
違
反
し
た
後
の
対
応
が
残
念

だ
っ
た
。
そ
の
点
も
含
め
、
し
っ
か

り
責
任
を
取
っ
た
条
例
改
正
だ
と
思

う
。採

決
　
全
員
賛
成
に
て
可
決

上 程 さ れ た 議 案 の 議 決 結 果
人　　事

決　　算

補正予算

条　　例

規　　約

損害賠償

損害賠償

意 見 書

条　　例

阿智村教育委員の任命に関する同意について

令和５年度一般会計歳入歳出決算認定について

令和５年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和５年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和５年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和５年度水道事業会計決算認定について

令和５年度下水道事業会計決算認定について

令和６年度一般会計補正予算（第２号）について

令和６年度一般会計補正予算（第３号）について

令和６年度介護保険特別会計補正予算（第１号）について

阿智村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

阿智村若者定住住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例の制定について

長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

損害賠償の額を定めることについて

損害賠償の額を定めることについて（専決）

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな★批准を求める意見書の提出について

政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増
を求める意見書の提出について

阿智村議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について

議 員 発 議 案 件 の 議 決 結 果
可　決

可　決

可　決

同　意

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

承　認

阿智村特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
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令
和
５
年
度
の
決
算
認
定
に
つ
き

ま
し
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
審
査
の
中
で
５０
項
目
以
上
の

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容

に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
　
経
常
収
支
比
率
が
81
・
３
％
に

な
っ
て
い
る
が
、
将
来
見
通
し
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
　
歳
入
が
増
え
る
見
込
み
は
な
い

が
、
令
和
６
年
度
の
人
件
費
が
増
え

て
い
ま
す
。

意
見
　
適
切
な
人
員
配
置
を
お
願
い

し
た
い
。

Ｑ
　
阿
智
村
若
妻
肉

牛
増
殖
事
業
基
金
の

名
称
を
変
え
る
考
え

は
な
い
か
。

Ａ
　
条
例
の
中
に
「
若
い
農
村
婦
人

の
活
力
を
活
用
し
た
」
と
い
う
、
文

決
算
特
別
委
員
会
　

言
も
あ
り
ま
す
。
県
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
「
若
妻
」
と
い
う
事
業
は
、
現

在
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

条
例
の
改
正
と
基
金
の
名
称
変
更
を

行
い
ま
す
。

Ｑ
　
地
方
債
現
在
高
に
対
す
る
、
交

付
税
補
填
額
を
ど
の
く
ら
い
見
て
い

る
の
か
。

Ａ
　
４
億
７
０
０
０
万
円
に
対
し
２

億
４
０
０
万
円
が
実
際
に
交
付
税
補

填
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
伏
谷
橋
撤
去
工
事
委
託
に
つ
い

て
、
一
般
財
源
が
大
き
い
が
こ
れ
に

至
っ
た
経
過
は
。

Ａ
　
中
央
道
の
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板

の
落
下
か
ら
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
点
検

が
義
務
付
け
ら
れ
、
村
内
の
橋
や
ト

ン
ネ
ル
を
点
検
し
て
伏
谷
橋
の
利
用

状
況
等
調
査
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
文
書
広
告
費
に
つ
い
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
協
働
活
動
推
進
課
の
担

当
と
思
わ
れ
る
。
阿
智
村
の
広
報
と

い
う
点
で
、
子
育
て
関
係
は
、
古
い

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

公
式
ラ
イ
ン
の
管
理
は
総
務
課
か
。

Ａ
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し
て
は
、

協
働
活
動
推
進
課
で
管
理
し
て
い
ま

す
。
記
事
の
内
容
に
関
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
か
ら
提
供
さ
れ
そ
れ
を

更
新
し
て
い
ま
す
。
公
式
ラ
イ
ン
の

管
理
は
総
務
課
で
す
。

意
見
　
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

古
か
っ
た
り
し
て
い
る
。

情
報
発
信
の
点
で
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を

願
い
た
い
。

Ｑ
　
協
働
活
動
推
進
課
の
負
担
金
で
、

「
小
さ
く
て
も
輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
は
、
活
動
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
公
共
交
通
事
業
の
負
担
金
補
助

及
び
交
付
金
で
、
駒
場
線
運
行
補
助

金
が
、
前
年
度
に
比
べ
若
干
減
額
だ

が
、
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

負
担
金
が
１
５
０
万
円
程
増
額
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
要
因
は
。

Ａ
　
駒
場
線
の
減
額
は
、
令
和
４
年

度
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
多
額
の
利

用
料
の
補
填
を
行
い
ま
し
た
。
令
和

５
年
度
は
通
常
の
割
合
で
し
た
。
西

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
増
額
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
車
両
の
更
新
が
あ

っ
た
た
め
で
す
。

Ｑ
　
浪
合
振
興
費
、

工
事
請
負
費
の
も

み
じ
平
キ
ャ
ン
プ

場
改
修
工
事
の
工

事
内
容
は
。

Ａ
　
ト
イ
レ
３
棟
分
の
改
修
工
事
で

す
。

Ｑ
　
社
会
福
祉
総
務
費
の
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会
負
担
金
の
内

容
は
。

Ａ
　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
支

払
っ
て
い
る
金
額
は
事
業
費
と
し
て

２
２
０
０
万
円
で
す
。
１３
町
村
で
人

口
割
し
て
負
担
金
を
支
払
っ
て
い
ま

す
。
人
件
費
が
主
で
、
２
０
０
０
万

円
。
職
員
６
名
で
す
。
昨
年
阿
智
村

の
相
談
件
数
は
、
２０
件
程
あ
り
ま
し

た
。

令
和
５
年
度
決
算
に
つ
い
て
、決
算
特
別

委
員
会
報
告
に
お
い
て
の
審
査
報
告
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Ｑ
　
保
育
所
費
一
般
経
費
の
広
域
入

所
委
託
料
の
人
数
と
理
由
は
何
か
。

Ａ
　
最
終
的
に
１０
人
が
入
所
さ
れ
ま

し
た
。
理
由
は
、
就
労
先
が
他
市
町

村
で
あ
る
た
め
で
す
。

Ｑ
　
清
内
路
保
育
所
費
の
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
負
担
金
は
、
清

内
路
だ
け
別
な
の
か
。
ど
の
よ
う
な

負
担
金
か
。

Ａ
　
清
内
路
保
育
園
の
成
り
立
ち
が
、

他
の
保
育
園
と
異
な
る
こ
と
で
、
負

担
金
で
あ
る
保
険
の
種
類
も
違
い
、

ま
た
掛
け
金
も
人
数
に
対
し
変
わ
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
　
保
健
衛
生
費

の
予
防
費
の
委
託

料
が
、
１
２
０
０

万
円
程
残
っ
て
い

る
が
、
何
を
予
定
し
た
も
の
な
の
か
。

十
分
事
業
が
で
き
た
の
か
。

Ａ
　
委
託
料
に
は
、
が
ん
検
診
の
ほ

か
に
予
防
接
種
も
入
っ
て
い
ま
す
。

不
用
額
に
つ
い
て
は
、
出
生
数
の
減

少
に
よ
る
予
防
接
種
の
減
、
ま
た
コ

ロ
ナ
予
防
接
種
が
か
な
り
少
な
か
っ

た
た
め
で
す
。

決算特別委員会

Ｑ
　
ご
み
分
別
ア
プ

リ
使
用
料
の
利
用
者

は
何
件
か
。

Ａ
　
１
９
９
件
で
す
。

Ｑ
　
森
林
管
理
制
度
の
基
金
と
し
て

の
使
用
先
が
特
定
財
源
の
そ
の
他
で

い
い
の
か
。

Ａ
　
全
額
基
金
の
積
み
立
て
を
し
て
、

基
金
の
取
り
崩
し
に
な
り
ま
す
の
で

そ
の
他
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
昼
神
温
泉
リ
ニ
ア
新
時
代
構
想

の
イ
メ
ー
ジ
図
は
ど
こ
に
委
託
し
た

の
か
。

Ａ
　
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
で
す
。

Ｑ
　
住
宅
建
設
費
の
清
内
路
の
空
き

家
の
改
修
設
計
の
委
託
料
は
、
当
初

予
算
で
済
ん
だ
の
か
。

Ａ
　
空
き
家
の
設
計
は
、
管
理
と
一

緒
に
な
っ
て
い
て
、
繰
り
越
し
で
事

業
が
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ
　
公
有
財
産
購
入
費
は
ど
こ
を
購

入
し
た
の
か
。

Ａ
　
阿
智
第
三
小
学
校
の
前
の
国
道

に
面
し
た
畑
で
、
借
り
て
い
た
土
地

を
購
入
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
阿
智
中
学
校
管
理
費
の
、
部
活

動
指
導
員
報
酬
で
、
部
活
動
指
導
員

の
確
保
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ

c
h
ｉ
が
責
任
を
持
っ
て
く
れ
る
の

か
。
現
状
は
保
護
者
が
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
の
方
針
は
。

Ａ
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う
Ａ
c
h
ｉ
と

阿
智
中
ク
ラ
ブ
の
保
護
者
会
で
指
導

員
を
選
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

Ｑ
　
部
活
動
指
導
員
を
他
の
部
活
に

置
く
の
は
可
能
か
。

Ａ
　
実
際
に
は
不
可
能
で
、
国
で
認

め
ら
れ
て
い
る
人
数
は
各
校
１
人
で

す
。

Ｑ
　
車
両
の
修
繕
費
に
関
し
て
、
走

行
距
離
の
多
い
も
の
は
更
新
し
た
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
車
両
は
、
１
１
５
台
あ
り
ま
す
。

車
検
料
を
含
め
修

繕
代
１
５
０
０
万

円
位
に
な
り
ま
す
。

計
画
的
に
更
新
し

ま
す
。

Ｑ
　
学
校
給
食
費
の

共
同
調
理
場
、
浪
合

小
学
校
そ
れ
ぞ
れ
何

食
分
を
何
人
で
作
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
共
同
調
理
場
は
、
６
０
０
食
を

７
人
。
浪
合
小
学
校
は
、
５０
食
分
を

２
人
で
作
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
不
用
額
を
、
３
月
の
補
正
で
全

て
減
額
す
る
と
余
裕
が
出
て
く
る
。

そ
れ
を
起
債
の
償
還
金
に
充
て
た
り
、

有
利
な
基
金
に
積
み
替
え
た
り
等
、

有
利
な
財
政
運
営
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

Ａ
　
す
べ
て
減
額
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
が
、
精
査
す
る
中
で
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
の
結

果
、
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
に

つ
い
て
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
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阿
智
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

Ｑ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険

証
が
紐
づ
け
さ
れ
る
こ
と
に
関
連
し
、

一
部
改
正
す
る
も
の
だ
が
、
紐
づ
け

せ
ず
に
資
格
確
認
証
を
発
行
し
て
も

ら
う
場
合
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の

こ
と
も
改
正
の
中
で
配
慮
さ
れ
て
い

る
の
か
。

Ａ
　
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
変
更

Ｑ 

村
で
行
う
事
務
が
変
更
に
な
る

こ
と
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
か
わ
る
こ

と
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
事
務
の
役
割
分
担
を
う
た
う
条

項
が
改
正
さ
れ
こ
の
規
約
に
は
記
載

が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
上
位
法

に
明
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。

　

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

Ｑ 

職
員
が
村
外
で
お
こ
し
た
事
故

と
い
う
こ
と
だ
が
、
出
張
経
路
中
か
。

Ａ
　
出
張
経
路
上
で
す
。

Ｑ　
額
が
確
定
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

相
手
方
の
怪
我
は
完
治
し
た
の
か
。

Ａ
　
治
療
は
中
止
と
な
り
、
示
談
が

成
立
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 
残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
再
発

防
止
の
た
め
し
っ
か
り
と
ケ
ー
ス
を

共
有
す
べ
き
だ
が
、
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
各
課
内
で
情
報
を
共
有
し
、
再

発
防
止
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

Ｑ 

３
月
議
会
で
も
６
月
議
会
で
も

要
望
し
た
、
県
の
予
算
配
分
で
増
え

た
費
用
を
活
用
す
る
子
育
て
支
援
策

は
ま
だ
提
案
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
　
ま
だ
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
を
つ

め
て
い
ま
す
。

Ｑ 

福
祉
施
設
整
備
事
業
補
助
２
６

１
５
万
円
が
盛
ら
れ
て
い
る
が
、
夢

の
つ
ば
さ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設

に
時
期
的
に
間
に
合
う
の
か
。

Ａ
　
先
方
と
話
し
を
し
て
お
り
、
間

に
合
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
阿
智
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

Ｑ 

予
算
書
の
節
や
説
明
の
欄
の
用

語
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
過
年
度

分
」
と
「
過
年
度
」
を
使
い
分
け
て

い
る
が
、
内
容
を
拝
見
す
る
と
同
じ

意
味
合
い
で
使
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
こ
の
用
語
の
使
い
方
は
適
切

か
。

Ａ
　
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
両
者
の
意

味
内
容
は
違
い
ま
し
た
。

Ｑ 

議
決
事
項
に
属
す
る
部
分
で
は

な
く
説
明
資
料
の
中
の
用
語
で
あ
る

が
、
修
正
さ
れ
た
い
。

Ａ
　
正
誤
表
を
配
布
す
る
か
た
ち
で

修
正
し
ま
す
。

女
性
差
別
撤
廃
条
例
選
択
議
定
書
の

速
や
か
な
批
准
を
求
め
る
請
願

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で
の

学
習
が
必
要
と
判
断
し
、
県
内
で
活

動
を
行
う
事
務
局
の
方
に
お
い
で
い

た
だ
き
、
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
１５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

総
務
常
任
委
員
会

ま
す
。）

　
そ
の
後
、
委
員
会

で
審
査
し
、
「
不
合

理
な
女
性
差
別
を
撤

廃
し
て
い
く
た
め
に

も
こ
の
批
准
は
行
わ
れ
る
べ
き
」
と

す
る
意
見
が
出
さ
れ
、
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

政
府
の
責
任
で
医
療
・
介
護
施
設
へ

の
支
援
を
拡
充
し
す
べ
て
の
ケ
ア
労

働
者
の
賃
上
げ
や
人
員
増
を
求
め
る

陳
情

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
６
月
に
行
っ
た

議
員
懇
談
会
に
お
い
て
も
住
民
の
方

か
ら
ご
意
見
を
頂
戴
し
て
い
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
医
療
・
介
護
ス
タ

ッ
フ
の
人
員
不
足
は
大
き
な
不
安
材

料
で
す
。
「
陳
情
書
の
通
り
、
政
府

の
責
任
で
賃
上
げ
を
し
、
人
員
増
を

は
か
る
べ
き
」
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

阿
智
村
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　
議
会
あ
り
方
研
究
委
員
会
で
も
議

論
し
て
き
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

用
い
た
会
議
に
つ
い
て
制
定
す
る
も

の
で
す
。
一
部
の
会
議
に
お
い
て
、

可
能
と
し
ま
し
た
。

女
性
差
別
撤
廃
関
連
の
請
願
と

介
護
職
員
の
充
実
に
関
す
る
陳
情
を
採
択
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阿
智
村
若
者
定
住
住
宅
設
置
及
び
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　
清
内
路
市
場
地
区
に
寄
付
を
し
て

い
た
だ
い
た
空
き
家
の
改
修
が
終
わ

り
、
村
営
住
宅
と
し
て
条
例
に
追
加

し
て
い
く
内
容
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
こ
の
条
例
の
入
居
者
の
資
格
は

「
子
ど
も
を
育
て
よ
う
と
す
る
者
」

が
前
提
と
思
う
が
、

第
３
条
・
第
５
条
に

お
い
て
別
表
２
の
住

宅
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
。

Ａ
　
若
者
向
け
の
住
宅
と
い
う
中
で

建
設
を
し
た
別
表
２
の
住
宅
に
つ
い

て
、
建
設
後
、
入
居
者
が
お
ら
ず
、

地
元
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
こ

の
条
例
の
目
的
に
近
い
方
の
入
居
も

可
能
に
し
て
い
く
と
い
う
考
え
で
、

令
和
２
年
に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

Ｑ
　
考
え
方
に
つ
い
て
は
理
解
す
る

が
、
こ
の
文
言
で
は
誰
で
も
よ
い
と

も
と
れ
る
。
も
う
少
し
文
面
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
た
い
。

Ａ
　
当
時
の
状
況
の
中
で
苦
慮
し
て

付
け
加
え
ま
し
た
が
、
こ
の
条
例
の

趣
旨
も
鑑
み
も
う
少
し
明
確
に
な
る

よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

結
果
　
今
回
の
市
場
住
宅
に
つ
い
て

は
募
集
も
始
ま
る
の
で
、
早
期
に
文

面
の
検
討
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
、

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
委
員
会
と
し

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。

令
和
６
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

Ｑ
　
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
関
連
設
計
委

託
・
工
事
費
・
土
地
購
入
費
で
総
額

６
０
０
０
万
円
、
リ
ニ
ア
工
事
関
連

の
中
で
、
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
の
移
転

が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
移
転
場
所
、

建
物
の
内
容
の
状
況
は
。

Ａ
　
移
転
場
所
に
つ
い
て
は
、
現
在

地
権
者
と
交
渉
中
で
す
。
概
略
の
配

置
図
面
は
で
き
て
い
ま
す
が
、
設
計

ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
個
体
の
★
残
渣
処
理
に
つ
い
て

こ
の
施
設
で
行
う
の
か
。

Ａ
　
残
渣
処
理
に
つ
い
て
は
そ
の
方

法
を
含
め
、
ま
だ
検
討
中
で
す
。

Ｑ
　
移
転
に
伴
う
費
用
に
つ
い
て
は

Ｊ
Ｒ
東
海
の
負
担
と
な
る
が
、
６
０

０
０
万
円
で
収
ま
る
の
か
、
オ
ー
バ

ー
し
た
場
合
は
負
担
し
て
も
ら
え
る

の
か
。
ま
た
、
完
成
は
い
つ
頃
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
予
定
の
金
額
で
収
ま
る
よ
う
進

め
ま
す
が
、
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
は

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
交
渉
を
行
い
ま
す
。

ま
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
有
害

捕
獲
の
期
間
中
な
の
で
、
１１
月
14
日

ま
で
は
現
施
設
を
使
い
、
新
し
い
施

設
は
来
年
の
有
害
捕
獲
が
始
ま
る
令

和
７
年
２
月
を
目
途
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｑ
　
花
桃
ま
つ
り
が
中
止
と
な
っ
た

が
、
日
本
一
の
花
桃
整
備
基
金
の
今

回
の
補
正
の
考
え
方
は
。

Ａ
　
花
桃
ま
つ
り
の
駐
車
場
料
金
は
、

花
桃
整
備
の
協
力
金
と
し
て
扱
っ
て

お
り
、
今
年
度
も
当
初
予
算
で
１
４

３
０
万
５
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
し

た
。
で
す
が
県
道
園
原
イ
ン
タ
ー
線

の
崩
落
に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
と
な

り
、
前
年
度
の
残
金
を
基
金
と
し
て

積
立
て
あ
っ
た
２
２
９
万
９
千
円
を

繰
り
入
れ
、
差
額
１
２
０
０
万
６
千

円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度

の
収
支
に
つ
い
て
は
、
祭
り
は
中
止

し
て
も
観
光
客
が
来
て
し
ま
う
こ
と

も
想
定
し
、
受
け
入
れ
対
応
を
し
た

こ
と
に
よ
り
経
費
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
若
干
の
収
入
も
あ
り
ま
し
た

が
、
差
額
に
つ
い
て
は
一
般
会
計
か

ら
充
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
充
当
分
に
つ
い
て
は
来
年
度
か
ら

の
協
力
金
で
補
填
し
て
い
く
考
え
で

す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会清内路市場地区若者住宅

ば

い
ち

若
者
定
住
住
宅
設
置
条
例
に
市
場
住
宅
を

追
加
す
る
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萩
の
平
非
常
口 

工
事
視
察

村
道
１
│
20
号
線
拡
幅
工
事
視
察
の
様
子

村
道
１
│
20
号
線
拡
幅
工
事

リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
　

令
和
６
年
度
阿
智
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

リ
ニ
ア
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
９
０
５
０
万
円

　
今
回
の
補
正
は
、
１
│

２０
号
線
の

工
事
請
負
費
と
清
内
路
地
区
内
へ
の

有
効
活
用
の
た
め
の
、
発
生
土
埋
め

立
て
候
補
地
の
土
地
購
入
費
が
主
な

内
容
で
す
。
財
源
は
Ｊ
Ｒ
東
海
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
審
議
の
結
果
、
特

に
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

南
木
曽
町
か
ら
飯
田
下
伊
那
地
域
へ

の
発
生
土
運
搬
に
つ
い
て

　
８
月
か
ら
、
南
木
曽
町
か
ら
の
発

生
土
運
搬
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
だ

運
搬
台
数
が
少
な
い
た
め
、
そ
れ
ほ

ど
気
に
な
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
最
大
（
一
日
４
０
０
台
）

の
運
搬
に
向
け
て
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

リ
ニ
ア
関
連
の
工
事
状
況
の
視
察
を

行
い
ま
し
た

　

七
久
里
開
発
に
つ
い
て

　
現
在
環
境
調
査
に
入
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
環
境
保
全
団
体
か
ら
「
貴

重
な
植
物
が
生
息
し
て
お
り
、
慎
重

に
進
め
る
こ
と
」
と
の
要
望
書
を
受

け
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

清
内
路
発
生
土
置
き
場
予
定
地

（
清
内
路
峠
）

リ
ニ
ア
関
連
工
事
清
内
路
地
区
状
況
視
察
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リ
ー
ダ
ー　
　
　
　
　

井
原　

敏
喜

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー　
　
　

佐
々
木
幸
仁

委
員　

大
嶋　

正
男　

小
林　

義
勝

　
　
　

井
原　

光
子　

櫻
井　

久
江

【
保
養
セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
機
能
に
つ

い
て
の
提
言
】

　
「
昼
神
温
泉
の
将
来
構
想
」
分
科

会
で
は
、
提
言
を
ま
と
め
、
議
会
と

し
て
昨
年
８
月
に
、
昼
神
温
泉
保
養

セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
機
能
つ
い
て
は
、

村
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
阿
智
村
に

温
泉
文
化
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に

も
、
い
ず
れ
か
の
形
で
維
持
す
る
こ

と
が
良
い
と
政
策
提
言
し
ま
し
た
。

　
村
は
当
初
、
宿
泊
機
能
を
持
つ
保

養
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
な
い
と
い
う

考
え
方
で
し
た
が
、
村
民
か
ら
様
々

な
意
見
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

検
討
中
と
の
こ
と
で
、
現
在
結
論
は

出
て
い
ま
せ
ん
。
村
民
の
意
見
要
望

を
踏
ま
え
、
早
急
に
結
論
を
出
す
べ

き
で
す
。

　
ま
た
、
村
は
住
民
懇
談
会
等
で
住

民
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
し
っ
か
り
聞
い
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
の
で
、
議
会
は
独
自
で

「
議
員
に
よ
る
住
民
懇
談
会
」
等
で

村
民
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
複
数
回

設
け
、
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
８
月
３
日
に
は
、
議
会
は
阿
智
村

婦
人
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
昼

神
温
泉
の
保
養
セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
機

能
に
係
る
懇
談
会
」
で
意
見
交
換
の

場
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く

の
方
に
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
村
民
の
意
見
を
聞
い
た
結

果
、
保
養
セ
ン
タ
ー
特
有
の
性
質
を

備
え
た
宿
泊
機
能
を
持
つ
施
設
は
、

必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
、
建

設
す
べ
き
だ
と
再
度
提
言
し
ま
す
。

　
今
回
報
告
す
る
内
容
は
、
町
村
議

員
研
修
会
で
継
続
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
て
い
る
議
員
の
な
り
手
不
足

問
題
と
、
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
て

き
て
い
る
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
阿
智
村
議
会
で
も
生
か
す
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
７
月
に
松
本
で
開
催

さ
れ
た
議
員
研
修
会
の
中
で
紹
介
さ

れ
た
長
崎
県
小お

値ぢ

賀か

町
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
一
般
質
問
の
休
憩
時
間
に

傍
聴
さ
れ
て
い
る
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
今
お
こ
な
わ
れ
た
一
般
質
問
が
傍

聴
者
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
一

般
質
問
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
そ
の
場

で
聞
き
取
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
そ
の
事
例
を
聞
い
た
時
に
は

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
あ
り
発
想

の
転
換
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で

も
で
き
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
阿
智
村
議
会
で
も
読
ん
で
い
る
議

員
研
修
誌
で
あ
る
「
地
方
議
会
人
」

で
も
継
続
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
問
題
で
、
小
値
賀
町
の
取
り
組
み

の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
特
集
の
中
で
は
議
会
改
革
の
先
進

的
な
取
り
組
み
で
有
名
な
北
海
道
栗

山
町
の
取
り
組
み
「
議
員
の
学
校
」

の
事
例
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
栗
山
町
の
取
り
組
み
で
は
、
な

り
手
不
足
に
対
し
て
次
期
後
継
者
を

育
て
る
た
め
に
住
民
向
け
に
議
会
の

活
動
内
容
等
を
年
間
通
し
て
学
習
す

る
機
会
を
設
け
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　
い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
住
民
の
皆

さ
ん
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

い
そ
の
中
か
ら
次
期
議
員
を
育
て
る

こ
と
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
あ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
飯

綱
町
の
★
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
も

そ
の
一
つ
で
す
。
県
内
の
市
町
村
で

も
議
員
の
欠
員
状
態
で
議
会
が
運
営

さ
れ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
近
隣
町

村
で
は
議
員
定
員
を
削
減
す
る
こ
と

が
最
近
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿
智

村
で
は
無
投
票
、
定
員
割
れ
等
と
い

う
状
況
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
議
会
が
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み
、
活
動
が
無

投
票
・
定
員
割
れ
と
い
う
よ
う
な
状

況
を
作
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
大
嶋
　
正
男

政
策
検
討
委
員
会
　

議
会
の
あ
り
方
研
究
委
員
会
　

議
会
研
修
と
具
体
例

「
昼
神
温
泉
の
将
来
構
想
」
分
科
会

保
養
セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
機
能
に
つ
い
て
の
提
言
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問
　
村
づ
く
り
委
員
会
の
活
動

内
容
と
課
題
、
村
づ
く
り
へ
と

繋
が
っ
た
事
例
、
行
政
の
役
割

に
つ
い
て
い
か
が
か
。

菱
田
協
働
活
動
推
進
課
長
　
こ

れ
ま
で
述
べ
９８
団
体
が
登
録
し
、

現
在
は
４５
団
体
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
活
動
事
例
は

中
学
校
体
育
館
の
社
会
体
育
利

用
、
夢
の
つ
ば
さ
の
設
立
、
ご

か
食
堂
設
立
等
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
事
例
に
は
研
究
の
段
階
か

ら
職
員
が
関
わ
り
進
め
て
お
り

ま
す
。
課
題
と
し
て
、
個
々
の

活
動
へ
の
支
援
が
以
前
に
比
べ

不
足
し
て
い
る
点
や
、
地
域
課

題
を
共
有
す
る
場
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

問
　
村
づ
く
り
委
員
会
に
つ
い

て
欠
け
て
い
る
と
思
う
こ
と
は
。

村
長
　
存
在
を
知
ら
な
い
住
民

が
多
い
こ
と
で
す
。
委
員
会
の

発
表
会
の
周
知
を
徹
底
し
、
村

民
の
方
へ
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

問
　
核
家
族
化
に
お
け
る
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
取
り
組
み
は
。

原
民
生
課
長
　
昨
年
度
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
立
ち
上
げ
た

「
あ
ち
の
手
」
と
い
う
家
庭
内

の
困
り
事
を
地
域
で
援
助
す
る

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
、

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
今

後
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
も
交

え
、
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

問
　
若
い
世
代
の
と
こ
ろ
も
ヘ

ル
パ
ー
が
訪
問
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

民
生
課
長
　
育
児
に
関
し
て
、

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま
す

が
、
家
族
の
生
活
支
援
は
し
て

い
な
い
た
め
、
今
後
考
え
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問
　
高
齢
者
の
未
婚
率
が
急
上

昇
し
て
い
る
。
考
え
は
。

民
生
課
長
　
高
齢
者
世
帯
の
見

守
り
に
つ
い
て
、
他
自
治
体
で

は
★
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

高
齢
者
の
見
守
り
の
ほ
か
に
、

防
災
や
地
域
の
情
報
発
信
に
活

用
さ
れ
て
お
り
、
横
断
的
に
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
身
寄
り
な
く
、
判
断
能
力

が
低
下
し
て
い
る
方
は
ど
う
か
。

民
生
課
長
　
★
成
年
後
見
制
度

が
あ
り
ま
す
。
個
人
で
利
用
す

る
の
は
難
し
い
の
で
、
村
へ
ご

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
農
地
利
用
計
画
地
図
作
製

の
進
行
状
況
は
。

井
原
建
設
農
林
課
長
　
現
在
農

地
の
所
有
者
、
利
用
者
の
意
向

調
査
を
踏
ま
え
た
現
状
の
地
図

が
、
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
内

容
で
す
が
農
地
一
筆
ご
と
に
年

齢
構
成
で
色
塗
り
し
た
も
の
、

意
向
で
将
来
ど
う
あ
る
か
色
塗

り
し
た
２
種
類
、
１０
年
後
の
将

来
を
考
え
る
上
で
高
齢
化
の
進

行
が
顕
著
で
危
機
感
が
高
ま
る

よ
う
な
地
域
が
あ
っ
た
り
、
将

来
の
担
い
手
に
対
し
、
す
ぐ
に

引
き
受
け
手
が
決
ま
ら
な
い
だ

ろ
う
と
い
っ
た
と
こ
ろ
も
多
く

あ
り
ま
す
。
各
地
区
で
の
話
し

合
い
を
順
次
行
っ
て
い
く
計
画

で
、
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
作

る
必
要
が
あ
り
、
将
来
の
た
め

話
し
合
い
は
計
画
が
で
き
た
後

も
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

問
　
農
業
が
基
本
と
な
っ
て
地

域
作
り
が
さ
れ
て
き
て
い
た
伍

和
地
区
で
も
、
農
業
を
継
続
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
地
域
作
り
を
進

め
て
い
く
上
で
の
拠
点
作
り
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

村
長
　
伍
和
の
里
作
り
計
画
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
振
興
室
っ
て
と
こ
ろ
に

い
た
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
け

ど
、
自
治
会
と
い
う
組
織
が
そ

れ
ぞ
れ
あ
っ
て
、
そ
う
い
っ
た

役
割
を
や
っ
て
い
る
、
地
域
協

力
隊
の
皆
さ
ん
を
配
置
す
る
考

え
も
あ
り
ま
す
。
地
域
作
り
を

し
て
く
れ
る
仕
掛
け
人
っ
て
い

う
、
地
域
で
育
て
て
い
く
っ
て

い
う
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
拠
点
を
行
政
と
し
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

村
長
　
今
回
作
ら
れ
た
振
興
協

議
会
は
年
齢
も
幅
広
く
、
男
女

の
比
率
も
地
域
も
考
え
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
話
し
合

い
を
す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
い

っ
て
し
ま
っ
て
報
告
を
受
け
る

だ
け
で
は
な
く
、
本
当
に
実
の

あ
る
実
効
性
の
あ
る
協
議
会
で

あ
れ
ば
い
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

農地保全と地域づくり
地域作りの仕掛け人を地域で育てていくことを考えている

村づくり委員会について課題は
村民へのPR不足です。周知の徹底に努めます

櫻
井
久
江

大
嶋
正
男
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問
　
今
年
も
猛
暑
で
異
常
気
象

の
中
、
今
の
と
こ
ろ
の
阿
智
村

農
業
全
般
と
稲
作
農
業
の
現
況

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

村
長
　
今
年
の
米
不
足
は
村
内

で
も
影
響
あ
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
以
外
で
も
日
差
し
が

強
い
こ
と
で
果
樹
を
中
心
に
高

温
障
害
を
受
け
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

問
　
若
者
の
農
業
へ
の
新
規
参

入
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

村
長
　
若
者
が
農
業
を
目
指
す

土
壌
を
ど
う
作
る
か
が
悩
み
で

は
あ
り
ま
す
が
、
都
市
部
か
ら

の
参
入
者
と
、
阿
智
村
で
育
っ

た
子
供
た
ち
が
こ
こ
に
帰
っ
て

き
て
、
農
業
で
暮
ら
せ
る
と
い

う
雰
囲
気
づ
く
り
が
大
事
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
米
作
り
の
費
用
と
販
売
価

格
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

村
長
　
１０
ア
ー
ル
当
た
り
の
費

用
よ
り
高
い
価
格
で
米
を
売
ら

な
い
と
経
営
が
安
定
し
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
経
済
の
循
環
や

付
加
価
値
付
き
の
阿
智
産
ブ
ラ

ン
ド
米
な
ど
で
き
れ
ば
良
い
わ

け
で
す
が
中
々
厳
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
生
産
コ
ス
ト
を

販
売
価
格
に
転
嫁
で
き
れ
ば
良

い
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
が
で
き

に
く
い
の
が
現
農
業
経
営
の
難

し
さ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今

後
も
農
家
の
経
営
が
安
定
す
る

農
業
全
般
の
と
こ
ろ
で
支
援
す

る
こ
と
が
一
番
の
近
道
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
検
討
を
要
し
ま
す
。

問
　
米
の
買
い
取
り
価
格
は
１

俵
２
万
円
が
一
つ
の
金
額
と
考

え
、
そ
の
レ
ベ
ル
ま
で
追
い
着

く
ま
で
は
村
は
農
業
全
般
的
に

支
援
を
考
え
ら
れ
た
い
。

村
長
　
１
俵
２
万
円
と
い
う
と

こ
ろ
を
一
つ
の
基
準
と
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ち
ら
の
方

で
補
助
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

ど
う
か
。
昨
年
は
物
価
高
騰
で

財
源
は
コ
ロ
ナ
対
策
費
で
補
助

対
応
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
財

源
の
検
討
が
必
要
で
す
。
何
か

根
本
的
な
支
援
は
な
い
か
と
い

ま
言
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
こ

も
含
め
て
、
も
う
少
し
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
願

い
し
ま
す
。

意
見
　
今
、
村
長
の
回
答
は
何

ら
か
の
支
援
に
前
向
き
に
検
討

し
た
い
と
受
け
と
め
ま
し
た
。

問
　
支
援
が
必
要
な
子
が
増
え

て
い
る
。
村
の
支
援
体
制
は
。

黒
柳
教
育
長
　
村
内
小
中
学
校

へ
１１
名
の
支
援
員
を
配
置
し
、

個
別
の
支
援
計
画
に
基
づ
い
て

家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と

し
て
１８
歳
ま
で
の
継
続
し
た
支

援
を
求
め
た
い
。
村
と
し
て
阿

智
高
校
へ
支
援
員
の
配
置
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長
　
高
校
は
支
援
を
必
要

と
す
る
子
の
入
学
は
想
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
特
別
支
援
学
級
は

あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
、
支
援
が

必
要
な
子
の
全
日
制
高
校
進
学

が
大
幅
に
増
え
て
お
り
、
個
人

的
に
は
応
援
し
た
い
気
持
ち
が

あ
り
ま
す
。
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
か
が
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。

問
　
義
務
教
育
の
間
だ
け
で
な

く
、
幼
児
期
か
ら
継
続
し
た
支

援
で
社
会
へ
歩
み
だ
す
力
を
つ

け
て
欲
し
い
が
。

教
育
長
　
村
独
自
の
「
児
童
カ

ー
ド
台
帳
」
を
用
い
て
、
生
活

ス
テ
ー
ジ
変
化
時
に
情
報
の
引

継
ぎ
を
し
て
い
ま
す
。
１８
歳
以

降
は
民
生
課
や
関
係
機
関
へ
引

継
ぎ
、
社
会
的
自
立
の
一
助
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

問
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
情

報
が
と
て
も
古
く
、
子
育
て
支

援
に
全
く
力
を
入
れ
て
い
な
い

村
に
見
え
る
が
。

教
育
長
　
子
育
て
支
援
の
情
報

発
信
は
広
報
や
チ
ラ
シ
を
中
心

と
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
早

急
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
住
民
の
方
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情

報
発
信
し
て
く
れ
て
い
る
が
。

教
育
長
　
保
護
者
目
線
で
情
報

を
発
信
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
し
っ
か

り
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
情
報
発
信
を
ど
う
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
て
い
く
の
か
。

村
長
　
全
体
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

は
協
働
活
動
推
進
課
で
、
各
課

の
情
報
は
ネ
ッ
ト
担
当
者
を
置

い
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
見
て

も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
住
民
か
ら
意
見
を

も
ら
う
委
員
制
度
も
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

稲作（米作り）を軸とした農業振興について
米の買い取り価格安定のために村として何か根本的な支援はないか、

財源も含めて、もう少し検討したいと思います

ホームページの情報が古く、子育て支援に
　　　力を全く入れていない村に見えるが

今後、早急に整備していきます

吉
村
金
利

田
中
真
美
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問
　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

が
進
む
中
、
特
定
財
源
へ
の
依

存
、
村
税
収
納
状
況
の
伸
び
悩

み
等
が
今
後
懸
念
さ
れ
る
。
そ

ん
な
中
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
・

件
数
は
他
の
市
町
村
と
比
較
し

大
幅
に
伸
び
て
い
る
。
阿
智
村

が
金
額
・
件
数
と
も
増
加
し
て

い
る
要
因
は
。

熊
谷
総
務
課
長
　
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

リ
ニ
ア
数
を
増
設
（
令
和
５
年

度
１０
サ
イ
ト
）
、
令
和
４
年
度

か
ら
中
間
業
者
を
活
用
し
、
寄

付
者
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
工
夫

を
行
い
ま
し
た
。

問
　
マ
ン
パ
ワ
ー
的
増
加
要
因

は
、
瞬
間
的
結
果
と
な
り
、
持

続
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。「
ふ
る

さ
と
納
税
」
額
を
増
や
す
お
考

え
は
。

総
務
課
長
　
同
規
模
の
町
村
額

を
目
標
に
増
や
し
て
い
き
た
い

で
す
。

問
　業
務
遂
行
へ
の
体
制
評
価
は
。

総
務
課
長
　
飯
伊
の
体
制
を
見

ま
す
と
、
寄
付
額
１
億
円
以
上

で
は
、
２
〜
３
名
体
制
、
１
億

円
以
下
で
は
１
名
体
制
が
平
均

で
あ
り
、
阿
智
村
の
体
制
は
妥

当
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

問
　
増
額
に
向
け
た
、
組
織
・

体
制
づ
く
り
は
。

総
務
課
長
　
寄
付
者
へ
の
魅
力

品
づ
く
り
、
情
報
の
見
易
さ
、

運
用
の
し
易
さ
を
更
に
進
め
る

為
の
人
員
体
制
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
額

面
だ
け
で
は
な
く
、
①
地
場
産

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
②
地
域
や
生

産
者
と
寄
付
者
の
「
つ
な
が

り
」
を
作
り
出
す
等
、
地
域
資

源
を
活
用
し
地
域
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
。
業
務
発

展
に
向
け
た
庁
内
横
断
的
体
制

つ
く
り
は
。

村
長
　
阿
智
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
し
、
関
係
者
の
連
携
、
西

部
地
区
内
で
情
報
を
共
有
し
進

め
ま
す
。

問
　
活
動
を
通
し
て
、
移
住
交

流
促
進
や
、
地
域
課
題
へ
の
繋

が
り
が
可
能
。
そ
の
為
に
は
獲

得
金
額
だ
け
で
は
な
く
「
使
い

道
」
の
見
え
る
化
が
必
要
で
は
。

村
長
　
活
動
を
活
か
し
新
し
い

産
業
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

人
材
確
保
に
つ
い
て
は
、
業
者

の
活
用
、
関
係
者
の
意
見
を
聞

き
、
更
に
事
業
を
の
ば
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
公
園
整
備
事
業
の
現
状
と

着
工
ま
で
の
具
体
的
な
推
進
計

画
は
。

櫻
井
リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課

長
　
令
和
６
年
度
は
Ａ
・
Ｂ
地

区
の
基
本
設
計
の
修
正
と
昨
年

度
取
得
し
た
Ｃ
地
区
の
基
本
設

計
を
行
い
ま
す
が
、
基
本
設
計

に
入
る
前
に
整
備
方
針
に
つ
い

て
１０
月
に
検
討
委
員
会
を
開
催

し
て
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
後
、
議
会
で
も
協
議
を
し

て
い
た
だ
き
基
本
設
計
に
入
り

ま
す
。
令
和
７
年
度
、
上
半
期

に
は
実
施
計
画
を
終
わ
ら
せ
、

下
半
期
に
工
事
着
手
の
予
定
で

す
。

問
　
財
政
計
画
の
具
体
的
な
プ

ラ
ン
は
。

リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

全
体
で
は
５
億
円
程
度
の
整
備

に
収
め
た
い
と
考
え
て
、
令
和

７
年
度
は
★
合
併
特
例
債
を
財

源
と
し
て
、
３
億
円
程
度
の
事

業
費
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
合

併
特
例
債
の
期
限
が
令
和
７
年

度
ま
で
で
す
の
で
、
第
一
期
工

事
と
し
て
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

着
手
す
る
予
定
で
す
。

問
　
合
併
特
例
債
を
使
う
こ
と

で
村
の
持
ち
出
し
は
お
よ
そ
１

億
円
程
度
に
抑
え
ら
れ
る
と
考

え
て
良
い
か
。

リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
公
園
の
維
持
管
理
の
具
体

的
な
計
画
は
。

リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

現
在
の
公
園
の
維
持
管
理
か
ら

面
積
比
で
試
算
し
ま
す
と
、
草

刈
り
等
の
委
託
業
務
で
約
２
０

０
万
円
を
予
想
し
て
い
ま
す
。

問
　
公
園
を
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
か
。

リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

Ａ
地
区
は
、
ド
ー
ム
の
長
寿
命

化
、
グ
ラ
ン
ド
の
排
水
改
善
、

駐
車
場
の
増
設
、
綺
麗
な
ト
イ

レ
の
あ
る
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
建

設
、
Ｂ
地
区
は
、
会
地
浄
化
セ

ン
タ
ー
建
設
時
か
ら
の
地
域
の

要
望
が
生
き
る
芝
生
・
植
栽
・

水
路
の
整
備
を
し
、
憩
い
の
場

と
し
て
の
自
然
公
園
に
し
ま
す
。

Ｃ
地
区
は
、
大
型
遊
具
を
備
え

た
多
目
的
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

阿
智
の
夏
祭
り
、
音
楽
祭
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
、
芝
生
で
で
き
る

フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
村
民
が
望
む

様
々
な
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

わいWai公園周辺整備の着工はいつか？
令和６年度  Ａ・Ｂ・Ｃ全地区の基本設計
令和７年度  上半期、実施計画終了。下半期、工事着手の予定

「ふるさと納税」について横断的な体制づくりは
「ふるさと納税」事業は、移住交流促進や、地域資源を活用した地域の活性化が可能
さらなる拡大をめざし、中間業者の活用、ＨＰ・ポータルサイト等、情報発信の充実を図ります

また人員体制については、関係者の意見を聞き検討を進めます

全体予算５億円、令和７年度事業費３億円、全ての予算に有利な地方債を活用し支出を抑える

小
林
義
勝

熊
谷
恒
雄
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他

問
　
昨
年
の
１１
月
に
昼
神
温
泉

将
来
構
想
の
イ
メ
ー
ジ
図
が
発

表
さ
れ
た
が
、
現
在
コ
ン
サ
ル

を
入
れ
ど
の
よ
う
な
調
査
や
研

究
を
進
め
て
い
る
の
か
。

櫻
井
リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課

長
　
コ
ン
サ
ル
に
は
、
中
長
期

的
な
整
備
方
法
や
、
体
制
づ
く

り
の
伴
走
支
援
を
委
託
し
て
い

ま
す
。

問
　
早
く
年
次
計
画
を
立
て
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
も
っ
て
取

り
組
む
必
要
性
が
あ
る
が
。

リ
ニ
ア
・
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

何
年
か
先
ま
で
の
年
次
計
画
を

立
て
ら
れ
る
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
令
和
６
年
度
は
設
計
に

入
る
前
の
基
本
計
画
を
立
て
ま

す
。
建
設
費
の
高
騰
も
あ
り
、

全
て
の
施
設
を
同
時
進
行
で
整

備
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

そ
の
一
部
か
ら
実
施
し
ま
す
。

問
　
村
民
と
温
泉
と
い
う
観
点

が
、
今
回
の
イ
メ
ー
ジ
図
に
反

映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

村
長
　
主
に
観
光
面
か
ら
見
た

検
討
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

住
民
福
祉
と
い
う
観
点
を
、
改

め
て
考
え
な
く
て
は
と
思
い
ま

す
。
村
民
の
保
養
と
い
う
精
神

を
残
し
な
が
ら
、
新
し
い
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
施
設
の
内
容
や
鶴
巻

荘
が
担
っ
て
き
た
部
分
を
ど
の

よ
う
に
残
し
て
い
く
か
検
討
し

ま
す
。

問
　
こ
の
春
に
当
村
が
「
消
滅

可
能
性
自
治
体
」
と
公
表
さ
れ

た
。
改
め
て
見
解
は
。

村
長
　
公
表
さ
れ
た
こ
と
で
村

民
か
ら
も
心
配
の
声
を
頂
い
て

い
ま
す
。
奨
学
金
の
返
還
制
度

や
住
宅
建
設
へ
の
補
助
金
の
増

額
等
施
策
は
打
っ
て
い
て
少
し

ず
つ
効
果
は
出
て
く
る
と
思
う

が
、
こ
の
大
き
な
問
題
に
、
常

日
頃
か
ら
強
い
意
識
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
　
人
口
減
少
を
踏
ま
え
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
創
生
プ

ラ
ン
を
作
成
し
取
り
組
ん
で
き

た
。
１０
年
が
経
過
し
た
が
、
そ

の
評
価
は
。

菱
田
協
働
活
動
推
進
課
長
　
こ

の
計
画
の
中
で
、
年
間
移
住
者

数
の
目
標
を
６９
人
と
設
定
し
て

き
ま
し
た
が
、
実
際
は
４９
・
８

名
で
し
た
。
こ
の
状
況
を
重
く

受
け
止
め
、
施
策
に
反
映
し
て

い
き
ま
す
。

人口減少問題を、全庁挙げて
　　　危機感を持って取り組んでいるか
施策は講じているが、常日頃から強い意識を持って取り組む

　
９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
「
女

性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
速

や
か
な
批
准
を
求
め
る
請
願
」
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、
元
自
治

労
中
央
本
部
女
性
部
長
を
務
め
ら
れ

た
松
澤
佳
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て

学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
条
約
は
「
女
性
も
男
性
も
、

い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
、
性
別
で
役
割
や
生
き

方
を
決
め
つ
け
ら
れ
な
い
実
質
的
な

平
等
社
会
を
つ
く
る
た
め
」
１
９
７

９
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、
１

９
８
５
年
に
日
本
は
批
准
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
実
効
性
を
強
化
す
る
た

め
に
国
連
は
１
９
９
９
年
に
「
選
択

議
定
書
」
を
採
択
し
ま
し
た
が
、
日

本
は
ま
だ
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
に
批
准
す
る
と
国
内
で
救
済

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
個
人
で
国
連

に
訴
え
る
「
個
人
通
報
制
度
」
が
利

用
で
き
ま
す
。
国
連
女
性
差
別
撤
廃

委
員
会
は
条
約
違
反
が
あ
っ
た
か
検

討
し
て
見
解
や
勧
告
を
出
し
、
そ
れ

に
対
し
て
国
は
回
答
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
日
本
で
は
司
法
権
の
独
立

に
つ
い
て
懸
念
が
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
法
的
拘
束
力
は
な

い
こ
と
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
は

心
配
な
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、

今
話
題
に
な
っ
て
い
る
選
択
的
夫
婦

別
姓
に
つ
い
て
は
、
民
法
を
改
正
し

て
認
め
る
よ
う
以
前
か
ら
勧
告
が
出

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
普
段
の
暮
ら
し
で
は
あ
ま
り
意
識

す
る
こ
と
が
な
い
「
世
界
か
ら
み
た

日
本
」★
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

１
４
６
か
国
中
１
１
８
位
と
世
界
か

ら
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、

世
界
基
準
に
つ
い
て
再
認
識
し
た
学

習
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
田
中
　
真
美
）請願学習会の様子

熊
谷
義
文

国
連･

女
性
差
別
撤
廃
条
約

「
選
択
議
定
書
」
批
准
と
は
？

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

国
連･

女
性
差
別
撤
廃
条
約

「
選
択
議
定
書
」
批
准
と
は
？

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

請
願
に
関
わ
る
学
習
会
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１　
研
修
日
時
　
　
　
　
　
　

　
　
令
和
６
年
７
月
８
日
〜
９
日

２　
研
修
場
所

•
千
早
赤
阪
村（
大
阪
府
南
河
内
郡
）

•
黒
壁
ス
ク
エ
ア（
滋
賀
県
長
浜
市
）

３　
視
察
者

　
　
議
員
１１
名
、
熊
谷
村
長
、
　
　

　
　
熊
谷
議
会
事
務
局
長

４　
視
察
内
容

①
千
早
赤
阪
村

　
大
阪
市
内
か
ら
約
１
時
間
、
関
西

空
港
か
ら
も
約
１
時
間
の
地
に
位
置

し
、
大
阪
府
唯
一
の
村
で
あ
る
。
ま

た
、
大
阪
府
の
最
高
峰
の
「
金
鋼

山
」
、
戦
術
の
神
様
「
楠
木
正
成
」

生
誕
の
地
で
も
あ
り
観
光
資
源
豊
富

な
村
で
あ
る
。

　
人
口
４
、
７
２
１
人
、
一
般
会
計

歳
入
４２
億
５
２
０
万
円
、
面
積
３７
・

３０
㎢
で
当
村
の
約
６
分
の
１
と
阿
智

村
規
模
を
一
回
り
縮
小
し
た
自
治
体

で
あ
る
。
府
唯
一
の
村
、
都
市
に
近

い
等
の
ハ
ン
デ
も
あ
り
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
が
激
し
く
、
平
成
２６
年
度

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
。

【
阿
智
村
が
学
ぶ
べ
き
内
容
】
令
和

１１
年
ま
で
の
中
期
「
千
早
赤
阪
村
づ

く
り
経
営
計
画
」
を
立
て
、
持
続
可

能
な
村
政
運
営
を
村
民
を
巻
き
込
ん

で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

②
黒
壁
ス
ク
エ
ア

　
滋
賀
県
長
浜
市
、
人
口
６
万
人
弱

の
都
市
で
あ
る
。
羽
柴
秀
吉
が
城
を

築
い
て
以
来
、
城
下
町
と
し
て
さ
か

え
、
各
所
に
用
水
路
跡
が
現
存
し
て

い
る
。
商
店
街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
為
に
、
民
間
企
業
８
社
が
７
割
、

市
が
３
割
を
出
資
し
㈱
黒
壁
を
立
ち

上
げ
た
。

【
阿
智
村
が
学
ぶ
べ
き
内
容
】
民
間

が
活
動
主
体
で
機
動
的
に
行
動
が
出

来
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

（
小
林
　
義
勝
）

　
議
員
研
修
報
告

　
リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
南
木
曽
町
と

の
合
同
会
議
が
９
月
２７
日
南
木
曽
町

に
て
行
わ
れ
、
南
木
曽
町
の
工
事
現

場
の
視
察
を
し
ま
し
た
。

　
広
瀬
工
区
で
は
、
必
要
な
建
物
も

揃
い
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
が
７
月
２２
日

よ
り
始
ま
り
２３
ｍ
掘
り
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
右
岸
道
路
は
仮

橋
を
渡
り
工
事
用
道
路
の
造
成
に
リ

ニ
ア
発
生
土
を
活
用
し
た
現
場
で
し

た
が
、
県
の
工
事
に
併
せ
て
ト
ン
ネ

ル
を
２
本
掘
削
す
る
壮
大
な
計
画
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
目

を
見
張
り
ま
し
た
。
尾
越
工
区
で
は
、

１０
月
１６
日
よ
り
２
５
０
ｍ
の
斜
坑
掘

削
を
開
始
し
６
月
中
旬
か
ら
昼
夜
で

作
業
実
施
し
、
７
月
８
日
か
ら
国
道

２
５
６
号
、
１
５
３
号
を
飯
田
下
伊

那
に
運
搬
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
水
道
代
替
水
源
の
確
保
目
的

に
、
令
和
４
年
よ
り
施
工
し
て
い
た

妻
籠
、
向
ヶ
原
、
大
山
３
水
源
の
接

続
が
完
了
し
、
今
や
万
全
体
制
と
な

り
無
水
道
地
帯
の
解
消
と
大
き
な
事

業
を
成
し
遂
げ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
視
察
を
通
じ
南
木
曽
町
は
な

ぜ
こ
れ
ほ
ど
着
々
と
進
め
ら
れ
た
の

か
、
特
に
地
域
振
興
が
な
さ
れ
て
い

る
点
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
や

は
り
地
元
の
協
力
が
あ
っ
た
と
の
答

え
で
し
た
。
特
に
今
、
清
内
路
地
区

で
難
航
し
て
い
る
箇
所
が
ま
さ
に
そ

こ
だ
と
考
え
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
七

久
里
開
発
に
つ
い
て
も
地
元
が
理
解

し
、
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
べ
き
だ

と
感
じ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
迄
生
活
圏
が
異
な
り
距
離
感
か

ら
も
交
流
は
少
な
か
っ
た
わ
け
で
す

が
、
リ
ニ
ア
を
通
じ
交
流
の
場
が
開

け
様
々
な
話
題
が
出
さ
れ
、
今
後
の

合
同
会
議
に
も
期
待
す
る
も
の
で
す
。

（
櫻
井
　
久
江
）

南
木
曽
町
と
の

合
同
会
議

リニア

千早赤阪村研修

南木曽町広瀬工区トンネル掘削の様子
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　朝晩の気温差が激しくなり、体調管理に気を付けたい今日この頃です。タンスから
秋物を引っ張り出してきたり、お店で長袖やアウターが売られているのを見たりすると、
もうあっという間で年越しだという感覚になりますよね。今年は何を着ようかな？
　このコーナーでは本誌中に出てくる用語について解説しています。本誌に出てくる用語以外で

も、解説が必要なことがあれば、用語や条例なんでもご要望ください！それでは今回も一緒に用語の勉強
をしていきましょう！ 

おしえて！セイアくん！（仮）

ページ 用語解説

2

2

3

3

3

3

3

3

4

4

5

5

9

11

12

12

14

15

★不用額とは　歳出予算の経費の金額のうち、結果として使用する必要がなくなった金額。

★収益的・資本的とは　収益的とは事業の経営活動に伴って発生した収入。借金や補助金などとして得た収入は資
本的収入という。

★請願とは　国や地方公共団体に対して意見や希望を文書で表明すること。

★陳情とは　村などの公共機関に対して、その実情を訴え、一定の措置を行うよう要望すること。

★主要財産指標とは　決算数値から自治体の財政状況を測る指標。経常収支比率、実質公債費比率、実質赤字比率、
連結実質赤字比率、将来負担比率などがある。

★実質赤字比率とは　歳入歳出の差では黒字に見えていても、支払いを翌年度へ延ばした金額と事業を翌年度へ繰
り越した金額を差し引いて出た赤字分を「実質赤字額」という。地方財政法に規定されている算定方法で算出した
標準的な規模の収入の額「標準財政規模」に対する「実質赤字額」の比率を「実質赤字比率」という。阿智村では「実
質赤字額」が無いため数値が出ない。

★連結実質赤字比率とは　全会計の「実質赤字額」（企業会計では「資金の不足額」）の合計から、黒字分である「実質
黒字額」（企業会計では「資金の剰余額」）の合計を差し引いた赤字分を「連結実質赤字額」という。「標準財政規模」
に対する「連結実質赤字額」の比率を「連結実質赤字比率」という。

★将来負担比率とは　現在の決算状況から、定められた計算式により将来負っていくだろう負債の額を算出したも
のを「将来負担額」という。「標準財政規模」に対する「将来負担額」の比率を「将来負担比率」という。

★還付未済額とは　還付決定した額のうち、受取りが完了していない額のこと。

★県福祉医療費（福祉医療費給付事業補助金）とは　子どもや障がい者、ひとり親家庭等に対し、保険診療の一部
負担金に相当する額について給付を行う補助金。

★オービスとは　道路上の車両の速度を自動的に測定し、速度違反を検知して撮影する装置。

★批准とは　国が国連等で採択した条約に拘束されることへの同意を最終的に表明すること。日本では憲法73条
の規定により国会の承認を得て、内閣が行う。

★残渣（ざんさ）とは　ジビエ加工施設による残渣とは、有害鳥獣を加工品にする際、使わずに処理をする部分のこと。

★政策サポーターとは　飯綱町で取り組まれている、議会活動への住民参加を促進し、議員定数の減少の中で住民
の知恵を借りて政策づくりを協働で行うことを目的としたサポーターのこと。

★ ICTとは　Information and Communication Technologyの略で、情報や通信に関する技術の総称。

★合併特例債とは　合併した市町村が新しいまちづくりを行うために借入できる地方債。

★成年後見制度とは　高齢者や認知症を患っている方などの財産を守るための制度。成年後見人は本人の代わりに
財産管理や契約行為をサポートしてくれる。

★ジェンダーギャップ指数とは　世界経済フォーラム（WEF）が毎年行う、経済活動や政治への参画度、教育水準、
出生率や健康寿命などから算出される、男女格差を示す指標。
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令
和
５
年
度
阿
智
村
事
業
の
評
価

を
議
会
で
行
い
ま
し
た
。

　
各
議
員
で
評
価
し
た
い
事
業
を
選

定
し
、
７
月
か
ら
調
査
検
討
を
行
い
、

お
よ
そ
２
か
月
を
か
け
て
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　
途
中
、
複
数
回
全
員
協
議
会
を
行

い
、
途
中
経
過
を
確
認
し
、
意
見
を

述
べ
合
い
、
客
観
性
も
担
保
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
全
２３
項
目
あ
り
ま
す
。
Ａ
か
ら
Ｄ

の
4
段
階
評
価
で
、
そ
の
評
価
と
し

た
理
由
と
、
提
言
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
Ａ
が
「
き
わ
め
て
良
好
に

実
施
さ
れ
て
い
る
」
、
Ｂ
が
「
適
切

に
実
施
さ
れ
て
い
る
」
、
Ｃ
が
「
一

部
改
善
の
余
地
あ
り
」
、
Ｄ
が
「
改

善
を
要
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
で

す
か
ら
、
こ
れ
は
よ
い
、
あ
る
い
は

問
題
な
い
、
と
感
じ
た
も
の
よ
り
も
、

問
題
が
あ
る
と
感
じ
た
も
の
を
取
り

上
げ
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
多
く
な

り
が
ち
で
す
が
、
そ
こ
は
議
会
の
機

能
の
発
揮
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
今
回
は
Ａ
評
価
０
、

Ｂ
評
価
８
、
Ｃ
評
価
１３
、
Ｄ
評
価
２

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
は
こ
の
ま
と
め
を
「
令
和

５
年
度
事
業
　
事
務
事
業
評
価
書
」

と
し
て
ま
と
め
て
村
に
提
出
し
ま
し

た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
こ
の
評
価
書
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
提
出
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

９
月
の
定
例
会
中
に
こ
の
こ
と
に
関

す
る
全
員
協
議
会
を
持
ち
、
村
の
担

当
課
長
、
係
長
に
も
お
い
で
い
た
だ

き
、
議
会
評
価
を
受
け
て
の
ご
意
見

を
聞
く
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
チ
ェ

ッ
ク
し
て
お
わ
り
、
で
は
な
く
、
そ

の
結
果
を
見
て
い
た
だ
い
て
の
ご
意

見
を
伺
う
こ
と
で
、
双
方
が
そ
の
事

業
に
対
す
る
考
え
方
を
さ
ら
に
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し
て
の
も

の
で
す
。

（
吉
田
　
哲
也
）

　
令
和
３
年
１
月
に
、
議
会
だ
よ
り

１
０
５
号
を
、
改
選
後
は
じ
め
て
発

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早
い

も
の
で
、
今
回
１
２
０
号
で
改
選
後
、

最
後
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
ト
ー
タ

ル
で
１６
回
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
に
、
わ
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
で
き
る
限
り
、

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
紙
面
を
工

夫
し
て
、
分
か
り
づ
ら
い
用
語
に
は
、

「
お
し
え
て
！
セ
イ
ア
く
ん
！
（
仮
）」

を
登
場
さ
せ
て
、
用
語
解
説
を
し
て

ご
理
解
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の

議
会
だ
よ
り
あ
と
が
き
を
、
４
回
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ
め

て
の
１
０
５
号
と
最
後
の
１
２
０
号

の
あ
と
が
き
担
当
と
な
り
、
こ
れ
は

偶
然
な
の
か
必
然
な
の
か
、
摩
訶
不

思
議
。
　
　
　

　
次
回
は
、
新
メ
ン
バ
ー
で
の
議
会

だ
よ
り
発
行
と
な
り
ま
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

筆
を
置
き
ま
す
。

　
唐
澤
　
浩
平

阿智村 HP  https://www.vill.achi.lg.jp/
★こちらもご覧ください。

議員による 令和５年度　　　
　 阿智村事務事業評価について

ご意見・ご感想を議会事務局まで
お寄せください。また、議会傍聴
にいらしてください。
。 電話（43－2220）

FAX（43－4365）
E-mail　gikai2@vill.achi.lg.jp

議　会
事務局

こちらから内容
をご覧いただけ
ます。


